



今回のつ く より は、地圏地球科
学技術研究部を紹介 します。
1984年 9月にマ グニチュー ド6.8の長
野県西部地震が起こり 、死者29名、建物
全壊・ 流出14戸 どい う大きな被害が発















こ の観測では、マ グニチュー ドが1
程度の地震が年間1,000個以上観測され
ています。地震どは地下深部に力が加
わ り 、岩石が破壊する現象です。こ の
ため岩石の破壊強度や、岩石に加わっ
ている力の大きさ を調べるこ どが重要





ど に より 推定できる ど考えられていま
ます。
こ の観測で得られたデー タ を調べた
ど ころ、個々の微小地震の破壌様式は
地震ごどに違っていて、地震が多く 発
生 し ている ど ころでは、応力降下量が
他に比べ数倍から数十倍大き いど の結
果が得られまし た。今までの観測では、





かにしたし、と考えて しヽ ま す。
（問い合わせ先：地圏地球科学技術研
究部）
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